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ル
ニ
カ
」（
監
督
ア
ラ
ン
・
レ
ネ
）

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
人
の
記
録
」
展
の
出
品

作
家
を
紹
介
す
る
紙
幅
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ひ
も
と
く
ま
ま
に
記
せ

ば
、
絵
画
に
は
内
田
巌
、
鶴
岡
政

男
、森
芳
雄
、吉
井
忠
、丸
木
位
里
・

俊
、
横
山
操
、
版
画
の
棟
方
志
功
、

彫
刻
は
本
郷
新
、
佐
藤
忠
良
、
建

畠
覚
造
、写
真
に
は
木
村
伊
兵
衛
、

田
村
茂
、
浜
谷
浩
、
林
忠
彦
、
東

松
照
明
、
グ
ラ
フ
イ
ッ
ク
で
は
亀

倉
雄
策
、
伊
藤
憲
治
、
山
城
隆
一
、

粟
津
潔
、
杉
浦
康
平
の
各
氏
な
ど

錚
々
た
る
顔
触
れ
で
す
。

　

ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
関
連
の
作
品

に
は
、
絵
画
に
阿
部
展
也
「
雨
が

降
る
」、
高
柳
博
也
「
黒
い
雨
」、

竹
谷
冨
士
雄
「
暗
い
海
」、
土
屋

幸
夫
「
灰
鬼
」、
中
谷
泰
「
焼
津

の
家
族
」、版
画
に
新
海
覚
雄
「
ス

ト
ロ
ン
チ
ュ
―
ム
の
恐
怖
」、
写

真
で
は
川
田
喜
久
治
「
焼
津
」
が

出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

＊

　

美
術
展
は
、
広
島
市
民
に
大
き

な
贈
物
を
残
し
ま
す
。
平
和
公
園

に
置
か
れ
て
い
る
「
嵐
の
中
の
母

子
」
像
は
、
こ
の
美
術
展
出
品
を

機
に
、
本
郷
新
さ
ん
の
希
望
に
沿

っ
て
日
本
原
水
協
を
通
じ
広
島
市

に
寄
贈
さ
れ
た
の
で
す
。

　〈
承
前
〉

　

第
五
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

（
一
九
五
九
年
）
は
広
島
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
岡
本
太
郎
さ
ん
が
提
供
し

た
挿
絵
は
、代
表
作
「
燃
え
る
人
」

の
下
絵
の
よ
う
だ
と
岡
本
敏
子
さ

ん
が
話
さ
れ
た
こ
と
は
前
号
で
紹

介
し
ま
し
た
。

　

四
年
ぶ
り
に
広
島
で
開
か
れ
る

世
界
大
会
、
開
催
地
広
島
に
合
わ

せ
い
く
つ
も
の
行
事
が
組
ま
れ
ま

し
た
。
大
会
記
念
美
術
展
「
日
本

人
の
記
録
」
も
そ
の
一
つ
で
し

た
。
岡
本
太
郎
さ
ん
は
こ
こ
に

「
燃
え
る
人
」
を
出
品
し
ま
す
。

一
九
五
五
年
日
本
国
際
美
術
展
の

出
品
作
品
で
す
が
、
そ
の
制
作
に

は
、
ピ
カ
ソ
が
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
並

の
作
品
を
出
す
と
い
う
話
を
伝
え

聞
い
て
、
そ
れ
な
ら
と
描
い
た
の

が
「
燃
え
る
人
」
と
い
う
話
も
前

号
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
人
の
記
録
」
展
（
企
画

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
、
主
催

朝
日
新
聞
社
）
は
、
世
界
大
会
日

程
（
５
～
７
日
）
を
は
さ
ん
で
八

月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
広
島
市
の

朝
日
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
絵

画
二
四
、
版
画
三
、
彫
刻
六
、
写

真
二
三
、
グ
ラ
フ
イ
ッ
ク
・
デ
ザ

イ
ン
一
三
の
六
九
人
の
作
家
が
出

品
し
ま
し
た
。
題
名
の
「
日
本
人

の
記
録
」
が
示
す
よ
う
に
戦
後
社

会
、
原
水
爆
、
平
和
を
主
題
に
し

た
作
品
、
代
表
作
、
話
題
作
が
出

品
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
企
画
に
あ
た
っ
た
美
術
評

論
家
の
瀬
木
慎
一
さ
ん
は
、
出
品

作
は
「
作
家
の
立
場
に
よ
っ
て
表

現
の
仕
方
も
多
様
だ
が
、
共
通
し

て
、
戦
後
日
本
の
社
会
と
人
間
の

姿
を
鮮
明
に
と
ら
え
た
も
の
」
で

あ
り
、
表
現
さ
れ
た
「
芸
術
家

た
ち
の
感
動
は
、
と
り
も
直
さ

ず
、
ひ
と
び
と
の
共
感
で
あ
る
で

し
ょ
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
同

じ
く
写
真
評
論
家
の
重
森
弘
淹
さ

ん
は
、
原
爆
は
「
わ
れ
わ
れ
の
内

部
の
深
い
と
こ
ろ
に
、
消
え
る
こ

と
の
な
い
翳
り
を
刻
み
こ
ん
で
き

た
。
そ
の
翳
り
に
多
角
的
に
光
を

当
て
、
翳
り
の
深
さ
と
強
さ
を
く

り
か
え
し
」
記
録
す
る
必
要
性
を

の
べ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

＊

　

一
枚
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。「
日

本
人
の
記
録
」
展
会
場
の
ス
ナ
ッ

プ
で
す
。
写
真
左
で
カ
メ
ラ
を
肩

に
作
品
を
観
る
の
は
岡
本
太
郎
、

縞
模
様
の
シ
ャ
ツ
姿
は
土
門
拳
。

土
門
さ
ん
は
美
術
展
に
前
年
発
表

の
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
を
出
品
し
て
い

ま
し
た
。
親
友
の
二
人
が
連
れ
だ

っ
て
「
日
本
人
の
記
録
」
展
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
あ
わ
せ
て
広
島
を
訪
れ

た
の
で
す
。
写
真
に
は
土
門
さ
ん

に
隠
れ
て
重
森
弘
淹
さ
ん
、
右
端

の
腕
組
み
は
瀬
木
慎
一
さ
ん
で

す
。
も
う
一
枚
は
、
宮
島
を
〝
観

光
〟
す
る
岡
本
さ
ん
（
左
端
カ
メ

ラ
を
構
え
て
い
る
）
と
土
門
さ
ん

（
右
端
ス
テ
ッ
キ
を
さ
げ
て
）。
土

門
さ
ん
の
左
に
重
森
さ
ん
、
そ
の

左
は
山
村
で
す
。

　

写
真
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
岡
本

さ
ん
は
若
々
し
く
、
土
門
さ
ん
は

「
紅
葉
饅
頭
」
を
頬
脹
り
な
が
ら

の
宮
島
散
策
で
し
た
。

　

土
門
さ
ん
は
こ
の
年
の
一
月
か

ら
カ
メ
ラ
毎
日
に
「
古
寺
巡
礼
」

の
連
載
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
岡

本
さ
ん
が
沖
縄
を
訪
ね
る
の
は
、

こ
の
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
、
翌

年
中
央
公
論
に
「
沖
縄
文
化
論
―

忘
れ
ら
れ
た
日
本
」
を
連
載
、
話

題
を
集
め
ま
し
た
。

　
　
　
　

＊

　

八
月
二
日
に
は
、「
日
本
人
の

記
録
」
展
関
連
行
事
と
し
て
「
美

術
映
画
と
講
演
の
夕
」
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。主
催
は
中
国
新
聞
社
、

会
場
は
当
時
繁
華
街
に
あ
っ
た
中

国
新
聞
社
ホ
ー
ル
。
岡
本
太
郎
さ

ん
の
演
題
は
「
絵
画
と
ド
ラ
マ
」、

土
門
拳
さ
ん
の
演
題
は
「
写
真
家

の
社
会
的
責
任
」。
映
画
は
「
ゲ

連載○25

晴れた日に
雨の日に

山　村　茂　雄

　

六
月
一
四
日
、
連
続
市
民
講
座

の
第
二
回
目
（
明
治
学
院
大
学
国

際
平
和
研
究
所
＝
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
と

の
共
催
）
が
開
か
れ
、
大
学
生
な

ど
九
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
高
原
孝

生
さ
ん
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
所
長
）
よ

り
、
自
然
科
学
分
野
を
中
心
に
し

た
第
一
回
目
に
続
き
、
こ
の
回
で

は
政
治
外
交
、
経
済
を
切
り
口

に
、
多
角
的
に
ビ
キ
ニ
事
件
を
と

ら
え
い
く
と
い
う
テ
ー
マ
が
紹
介

さ
れ
、
つ
づ
い
て
三
人
の
報
告
と

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
芸
員
の
市
田
真
理
さ
ん
は
、

公
開
さ
れ
た
外
務
省
外
交
文
書
を

中
心
に
、
第
五
福
竜
丸
を
め
ぐ
る

日
米
の
外
交
交
渉
、
放
射
能
汚
染

魚
被
害
へ
の
補
償
要
求
に
つ
い
て

紹
介
。
劇
団
民
藝
の
田
口
精
一
さ

ん
、
劇
団
俳
優
座
の
飯
原
道
代
さ

ん
の
協
力
で
、
福
竜
丸
に
関
す
る

国
会
の
議
事
録
に
基
づ
い
て
論
戦

を
再
現
し
、
当
時
の
時
代
と
政
治

状
況
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

共
同
通
信
社
編
集
委
員
の
太
田

昌
克
さ
ん
は
「
日
米『
核
同
盟
』の

源
流
」
と
題
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

核
戦
略
の
歴
史
を
公
文
書
な
ど
の

一
次
資
料
で
分
析
し
、「
核
の
傘
」

「
核
密
約
」
の
構
造
を
提
示
。
核

の
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
核
に
依

存
す
る
日
本
の
体
質
と
、
核
軍
核

と
同
時
に
「
平
和
利
用
」
を
推
進

す
る
ア
メ
リ
カ
外
交
戦
略
の
源
流

と
帰
結
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

静
岡
大
学
名
誉
教
授
の
山
本
義

彦
さ
ん
は
、
五
〇
年
代
の
経
済
界

の
動
向
を
統
計
資
料
等
で
紹
介
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締

結
前
後
の
経
団
連
、
経
済
同
友
会

な
ど
が
出
し
た
意
見
書
か
ら
、
日

米
経
済
界
の
協
力
体
制
の
形
成
と

第
五
福
竜
丸
の
被
災
が
も
た
ら
し

た
影
響
を
分
析
し
ま
し
た
。
財
界

主
流
は
再
軍
備
に
よ
り
経
済
復
興

を
目
指
し
て
い
た
が
、
第
五
福
竜

丸
の
被
ば
く
に
よ
り
そ
れ
が
容
易

に
で
き
る
環
境
で
は
な
く
な
っ
た

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

山
本
報
告
の
詳
細
は
最
新
の
論

考
「
第
五
福
竜
丸
事
件
の
政
治
経

済
学
」（『
年
報
・
日
本
現
代
史
』）

で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ず

れ
の
報
告
も
、
現
在
の
外
交
・
経

済
の
状
況
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す

る
も
の
で
、
次
回
以
降
の
講
座
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
九
七
六
年
、
六
月
の
展
示
館

開
館
に
先
立
つ
三
月
に
発
行
さ
れ

た
『
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
資
料
集
』

（
三
宅
泰
雄
・
檜
山
義
夫
・
草
野

信
男
監
修　

第
五
福
竜
丸
平
和
協

会
編　

東
京
大
学
出
版
会
）
が
、

新
装
復
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

本
書
は
医
学
、
物
理
、
化
学
等

の
自
然
科
学
論
文
を
多
数
収
録
し

て
い
る
ほ
か
、
内
外
の
公
文
書
、

乗
組
員
の
手
記
や
手
紙
な
ど
も
紹

介
。
世
論
動
向
や
原
水
爆
禁
止
運

動
、
船
の
保
存
運
動
に
い
た
る
ま

で
、
第
五
福
竜
丸
と
ビ
キ
ニ
事
件

に
つ
い
て
網
羅
し
た
基
本
文
献
で

す
。
新
装
版
刊
行
に
あ
た
り
、
川

﨑
昭
一
郎
代
表
理
事
が
巻
頭
言
を

執
筆
。
ま
た
『
資
料
集
』
出
版
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
当
時
編
集
に

携
わ
っ
た
山
村
茂
雄
・
協
会
顧
問

が
、
同
出
版
会
の
雑
誌
「
Ｕ
Ｐ
」

８
月
号
に
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
て

い
ま
す
。

　

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
・
第
五
福
竜

丸
被
災
六
〇
年
に
あ
た
り
刊
行
さ

れ
た
『
第
五
福
竜
丸
は
航
海
中
』

（
第
五
福
竜
丸
平
和
協
会
編
・
発

行　

現
代
企
画
室
・
発
売
）
と
あ

わ
せ
て
、
ぜ
ひ
地
域
や
学
校
の
図

書
館
、
研
究
機
関
で
取
り
揃
え
る

よ
う
、
お
勧
め
く
だ
さ
い
。
ま
た

展
示
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

◇
菊
判　

７
４
４
頁　

本
体

１
５
０
０
０
円
＋
税　

７
月
22
日

発
売　

東
京
大
学
出
版
会

■第 3回　7月 19 日（土）
〈グローバルフォールアウトと放射線被ばく〉
◇ロバート・ジェイコブス
　「水爆実験が与えた核開発者と市民への影響」＊逐次通訳
◇高橋博子「米国の水爆開発、その実態と隠蔽の実装」
◇振津かつみ「世界の核実験による被ばく被害から」

■第 4回　9月 6日（土）
〈核兵器と科学者、市民、被爆者〉
◇小沼通二「ビキニ事件と科学者」
◇樋口敏弘「核実験と欧米市民・知識人」
◇川﨑　哲「核なき世界の胎動―2015NPT再検討会議へ」

＊いずれも 13時〜 17 時　　＊資料代 500 円

会場　明治学院大学白金校舎　本館 10 階国際会議場

お申し込み・問い合せ　第五福竜丸平和協会
電話 03-3521-8494 FAX03-3521-2900

ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
資
料
集

新
装
復
刊
へ
！

連続市民講座　第２回

いま水爆の時代を問う
～核と向き合い明日へ

（写真はいずれも粟津潔）
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福竜丸だより

　ビキニ水爆実験 60 年の秋の企画
「アートな第五福竜丸」の展覧会とし
てイラストレーター・デザイナーの黒
田征太郎さんの BIKINI、第五福竜丸
作品のアート展が開催されます（10
月 10 日～）。また、この企画の一つ
として記念コンサートが、10 月 26
日（日）午後 4 時 30 分より開かれま
す。第五福竜丸に捧げられた林光さん
のピアノ五重奏曲「ラッキードラゴン・
クインテット」が完結版の演奏以来 5
年ぶりに船体に響きます。また演目と
して、1958 年に初演された野外劇「最
後の武器」（安部公房作、林光音楽、
千田是也演出）に挿入された合唱曲を
半世紀ぶりに蘇らせることが検討され
ています。

　ビキニ事件・第五福竜丸被ばく 60
年を記念する事業として、第五福竜丸
の母港・焼津市と建造の地だった和歌
山県串本町で第五福竜丸の展示パネル
や資料の展覧会が開かれます。
　焼津市の展示は、歴史民俗資料館に
て「第五福竜丸―2014 年、平和への
願い―」と題して同資料館が所蔵する
被災当時の市の資料、市衛生課や産業
化の調査、被害者対策協議会の議事録、
外務省とのやり取りの記録、水産業者
の保障を求める陳情書や市民の原水爆
反対の署名簿、乗組員の保障に関する
資料など 70 点が展示されています。
会期は 5 月から 9 月末まで。
　さらに 6 月 21 日から 30 日までは、
特設展示室で第五福竜丸展示館制作の
展示パネルと死の灰、日誌類のレプリ
カなどの展示がおこなわれます（右欄
の写真、提供・焼津市歴史民俗資料館）。
パネルは第五福竜丸の被災、汚染魚や
放射能雨、マーシャルの被害、原水爆
禁止の声の広がりなど 42 枚。マーシ
ャル諸島の子どもたちの表情を伝える

写真パネルとロンゲラップ島の被ばく
者の訴えのパネルなど 20 枚から構成
されています。30 日には市主催の「6・
30 市民集会」が開かれ、映画「放射
線を浴びた X 年後」の伊東英朗監督
が記念講演します。

　第五福竜丸は古座造船所にて建造、
現在の串本町古座です。同町主催に
よる特別展示「第五福竜丸―「死の
灰」あびた木造漁船とマーシャルの人
びと」が開催されます。会場は町立文
化センター、8 月 9 日から 14 日まで
で第五福竜丸展示館の学芸員によるオ
ープニング記念講演も予定されていま
す。
　展示は、Part １「第五福竜丸　水
爆実験に遭遇」、Part ２「第五福竜丸
　串本・古座から夢の島へ」、Part3

「マーシャルの核被害・世界の核実験、
Part ４「死の灰あびたロンゲラップ
の人々の歩み」の 4 部構成で、現物
資料も「死の灰」など 20 点ほど展示、
同町が所蔵する第五福竜丸建造に使用
された船大工道具も展示されます。

　展示館の建物が日本建築家協会の
25 年賞が受賞したことは３月号にて
紹介しましたが、5 月 23 日に授賞式

がおこなわれ、設計者の杉重彦さん（協
会顧問）と川﨑昭一郎代表理事が出席
し、賞状が授与されました。写真は杉
重彦さん。

　公益財団法人第五福竜丸平和協会
は、5 月 18 日、学士会館にて定時評
議員会を開きました。議長には高原孝
生評議員が選出され、川﨑昭一郎代表
理事より 2013 年度の事業報告ならび
に決算報告について報告があり質疑討
論のうえ承認されました。
　昨年度の来館者は 99,071 人、学校
見学は 379 校、市民グループなどは
346 団体でした。また福竜丸被ばく
60 年に向けての記念事業として『第
五福竜丸は航海中』の出版、「記念の
つどい」の開催、市民講座などの取り
組みをすすめたこと、それへの寄付が
340 万円にのぼり重要な貢献となっ
たことなどが報告されました。
　会議には評議員 6 名、理事 2 名、
監事 1 名と事務局 2 名が出席し、今
年度の事業および財政計画についても
意見交換をすすめました。また評議員
の大石又七さんが久々に出席し、去る
3 月にマーシャル諸島を訪問したこ
と、現地の被ばく者との交流の模様な
どについて話されました。

展示館に建築家協会25年賞

2014 年度評議員会開く

ラッキードラゴン・クイン
テットが演奏されます

焼津と串本で
第五福竜丸パネル展

平成 25 年度正味財産増減計算書
単位（円）

経常収益（合計） 25,845,655
基本財産運用収益 2,125
事業活動収益 19,582,979
受取会費 1,768,000
受取寄付金（含む記念事業募金） 4,470,672
雑収益 21,879

経常費用（合計） 24,834,923
事業費（計） 23,023,855
公益目的事業

（展示保存・資料収集・普及広報）19,731,669

その他の事業
（出版物・記念品頒布） 3,292,186

管理費 1,811,068
当期経常増減額 1,010,732
当期在庫高増減額 1,990,784
当期一般正味財産増減額 3,001,516
一般正味財産期首残高 20,310,040
一般正味財産期末残高 23,311,556
正味財産期末残高 23,311,556


